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歴
由
〓
岬
究
ふ
二
月
法

今
年
も
す
で
に
三
月
目
に
入
っ
た
。

皆
様
方
は
日
々
、
御
研
鋸
を
積
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
田
い
う
。

さ
て
、
本
会
報
の
第
六
号
、
第
一
七

号
に
歴
史
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
中
で
の
説
明
は
要
約
さ
れ

た
感
の
強
い
も
の
で
あ
る
か
、
論
文
の

評
価
に
関
す
る
編
集
委
員
会
の
規
定
を

ベ
ー
ス
に
し
た
研
究
の
基
礎
的
手
続
等

に
言
及
し
た
も
の
等
々
で
あ
っ
た
。

読
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ

か
判
り
難
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
反
省
の
上
に
立
っ

て
、
こ
こ
に
敢
え
て
歴
史
研
究
の
方
法

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
こ

と
に
す
る
。

最
近
の
私
の
研
究
か
ら

こ
の
研
究
対
象
は
、
残
念
な
が
ら
看

護
史
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、

亀
　
山
　
美
知
子

実
は
出
発
点
は
看
護
史
に
関
す
る
調
査

が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
女
子
留
学
生
第
一
号
の
う
ち

の
一
人
、
山
川
捨
松
　
（
後
の
大
山
巌
の

妻
）
　
に
関
す
る
史
料
を
探
し
て
い
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
、
捨
松
に
つ

い
て
知
る
た
め
、
会
津
若
松
に
四
、
五

年
ば
か
り
通
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

当
初
は
全
く
の
駆
け
出
し
で
あ
っ
た

か
ら
、
捨
松
同
様
、
会
津
若
松
出
身
の

山
本
八
重
　
（
後
の
新
島
嚢
の
妻
）
　
の
史

料
探
し
を
し
た
の
だ
が
、
詳
細
を
掴
む

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
、
教
え
子

の
一
人
が
会
津
若
松
出
身
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
捨
松
に
関
す
る
文
献
を
探
す

よ
う
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。

休
暇
明
け
に
帰
っ
て
来
た
彼
女
は
、

同
地
の
図
書
館
で
入
手
し
た
三
点
ば
か

り
の
コ
ピ
ー
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

現
在
な
ら
、
国
会
図
書
館
等
々
で
は
C

D
－
R
O
M
で
、
件
名
を
検
索
す
る
と

所
蔵
文
献
中
の
該
当
す
る
文
献
リ
ス
ト

を
瞬
時
に
画
面
に
出
し
て
く
れ
る
。
だ

か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
文
献
を
請
求
で
き
る
。

も
し
、
そ
の
よ
う
な
設
備
が
な
い
と

す
れ
ば
、
昭
和
四
〇
年
代
に
発
行
さ
れ

た
　
『
人
物
文
献
目
録
』
等
や
『
日
本
史

研
究
』
等
の
雑
誌
で
そ
の
年
度
中
に
、

発
表
さ
れ
た
も
の
の
題
目
が
分
か
る
該

当
部
分
を
探
せ
ば
よ
い
。
そ
の
上
で
、

検
索
し
た
書
籍
　
（
先
行
研
究
）
　
を
読
み

込
む
の
で
あ
る
。

す
で
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
完
全
無
欠
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

執
筆
者
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
問
題
意
識

は
、
他
の
研
究
者
の
関
心
と
完
全
に
重

な
り
合
う
も
の
で
は
な
い
。
読
み
込
む

う
ち
に
、
そ
の
論
文
に
対
す
る
疑
問
が

生
じ
た
り
、
あ
る
事
象
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
に
異
論
を
唱
え
た
く
な
る
こ
と

が
起
こ
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
次

の
研
究
者
に
と
っ
て
の
研
究
の
動
機
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

研
究
の
展
開

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
女
子
留
学
生

第
二
号
の
山
川
捨
松
に
つ
い
て
史
料
を

集
め
始
め
た
の
だ
が
、
そ
の
内
に
、
奇

妙
な
記
載
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
れ
は
、
従
来
の
史
実
と
さ
れ
た
も
の

は
、
彼
女
た
ち
が
五
人
で
一
緒
に
渡
米

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
内
の
一
人
は
、
別
に
出
発
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

当
時
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
関

係
の
書
籍
に
久
米
邦
武
が
記
し
た
文
書

が
明
治
四
年
の
留
学
生
　
（
男
女
）
　
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
初

頭
に
創
刊
さ
れ
た
　
『
新
聞
雑
誌
』
　
に
も

女
子
留
学
生
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
偶
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私

が
外
務
省
で
入
手
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
に

は
、
五
人
の
内
の
一
人
の
女
性
の
名
前

は
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も

拘
ら
ず
、
悪
質
な
書
籍
も
あ
る
。
『
明

治
新
聞
編
年
史
』
　
の
明
治
四
年
の
項
に

は
、
五
名
の
女
子
の
記
事
の
下
に
、
恰

も
五
名
が
一
緒
に
渡
航
し
た
か
の
よ
う

に
、
渡
米
後
の
写
真
ま
で
添
え
て
あ
る

の
だ
。
こ
れ
は
　
『
新
聞
雑
誌
』
　
の
引
用

に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
研
究
の
基
本
と

は
、
十
分
な
史
料
の
収
集
が
第
一
で
あ

る
。
そ
れ
も
批
判
出
来
て
こ
そ
、
問
題

意
識
が
明
確
に
な
る
。
安
易
に
先
行
研

究
者
の
説
に
追
随
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
れ
を
上
回
る
労
力
が
必
要
な
の
だ
。

看
護
界
で
は
研
究
が
流
行
で
あ
る
。

だ
が
、
以
前
も
批
判
し
た
が
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー

ル
セ
オ
リ
ー
的
な
ご
く
基
本
的
な
手
続

き
で
は
、
専
門
的
な
研
究
に
は
至
ら
な

い
。
歴
史
研
究
と
実
験
研
究
の
手
続
き

が
異
な
る
の
は
誰
し
も
知
っ
て
い
る
筈

な
の
だ
か
ら
。
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第
十
回
日
本
看
護
虚
史
学
会
大
会
予
告

「
歴
史
に
み
る
女
と
男
」

‾一ツ＝　‾「ノIl‾1′ll　‾「′ll‾1／lI　‾ツIl‾「／Il

第
一
〇
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会

は
農
村
保
健
婦
の
発
祥
の
山
形
県
、
旧

山
形
臍
生
館
の
建
物
が
完
全
に
保
存
さ

れ
て
い
る
街
、
山
形
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
　
「
歴
史
に
み
る
女

と
男
」
　
で
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法

施
行
五
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、
千
年
前
の
平
安
時
代
の
女
性
の

生
き
方
は
？
か
ら
始
ま
り
百
年
前
の
女

性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
職
業
的
訓
練
を

受
け
社
会
に
進
出
し
始
め
た
の
か
？
、

看
護
職
は
い
か
に
し
て
看
護
業
務
を
拡

大
し
職
業
的
立
場
を
確
立
し
て
き
た
の

か
？
、
看
護
職
の
養
成
教
育
を
変
革
さ

せ
て
き
た
の
か
？

社
会
の
中
の
看
護
の
動
き
を
見
直
し
、

二
十
一
世
紀
の
看
護
を
展
望
す
る
機
会

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
開
催
期
日

平
成
八
年
八
月
二
三
日
　
（
金
）
　
～

八
月
二
四
日
　
（
土
）
両
日

◆
会
　
場

「
遊
学
館
」

9
9
0
山
形
市
緑
町
一
丁
目
ニ
ー
三
六

T
E
L
〇
二
三
六
1
二
五
1
六
四
＝

◆
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

＜
第
一
日
日
＞
八
月
二
三
日
　
（
金
）

午
後
一
時
よ
り
講
演
二
題

「
歴
史
に
見
る
女
と
男
I
」
服
藤
早
苗

氏
　
「
歴
史
に
見
る
女
と
男
Ⅱ
」
亀
山

美
知
子
氏

午
後
四
時
半
　
総
会

＜
第
二
日
目
＞
八
月
二
四
日
　
（
土
）

午
前

対
談
「
歴
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」

服
藤
早
苗
氏
と
亀
山
美
知
子
氏

そ
の
後
会
員
に
よ
る
研
究
発
表

午
後

分
科
会
・
懇
親
会

◆
写
真
展
　
二
三
日
と
二
四
日
の
両
日

「
遊
学
館
」
二
階
ロ
ビ
ー
で
「
看
護

の
あ
ゆ
み
」
と
「
山
形
の
保
健
婦
助

産
婦
看
護
婦
」
写
真
展
を
行
い
、
山

形
市
民
の
方
々
に
も
公
開
し
ま
す
。

◆
山
形
市
へ
の
交
通

電
車
の
場
合
、
東
京
駅
よ
り
山
形
新

幹
線
　
（
つ
ば
さ
）
　
で
二
時
間
四
〇
分
、

仙
台
よ
り
仙
山
線
で
一
時
間
。

飛
行
機
の
場
合
、
大
阪
関
空
・
大
阪

伊
丹
よ
り
一
時
間
、
札
幌
よ
り
一
時
間

九
州
福
岡
よ
り
直
行
便
開
始
。

車
の
場
合
、
車
社
会
な
の
で
駐
車
場

は
多
い
が
、
遠
方
か
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
旅

行
の
場
合
は
ホ
テ
ル
予
約
時
に
予
約
す

る
。

◆
ホ
テ
ル
・
旅
館

観
光
地
な
の
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
多

い
。
リ
ス
ト
準
備
す
る
予
定
。

東
北
地
方
で
初
め
て
の
開
催
で
す
。

山
形
県
看
護
協
会
、
山
形
県
、
山
形
市

か
ら
財
政
上
、
会
場
の
提
供
等
々
援
助

を
受
け
、
山
形
県
の
会
員
一
同
は
り
き
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

集
下
さ
い
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

山
形
県
会
員
一
同

第
十
回
大
会
分
科
会

話
題
提
供
者
募
集

分
科
会
で
は
、
大
会
で
の
話
題
提
供

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
例
年
の
よ
う

に
山
形
学
会
で
も
多
く
の
提
供
者
で
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
話
題
提
供
者
は
左

記
の
要
領
を
記
入
し
て
、
お
送
り
下
さ

ヽ

■

　

〇一
、
内
容
　
研
究
テ
ー
マ

要
旨
・
呼
び
か
け
　
（
百
字
以
内
）

二
、
期
日
　
六
月
末
日

三
、
送
付
先

7

2
3
広
島
県
三
原
市
学
園
町
一
－
一

広
島
県
立
保
健
福
祉
短
期
大
学

高
田
節
子
宛

多
く
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

分
科
会
報
告
は
、
分
科
会
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
大
会
開
催
時
に
発
表
の

場
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
そ
の
分
科
会

も
十
回
目
を
重
ね
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
ま
し
た
。
山
形
で
の
大
会
開
催
は
、

分
科
会
活
動
の
基
盤
を
初
回
大
会
時
よ

り
築
い
て
こ
ら
れ
た
高
橋
み
や
子
幹
事

が
大
会
責
任
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
大

い
に
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
京
都
大
会
で
は
、
会
報
二
二

号
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
」
「
制
度
史
」

「
冬
国
史
」
「
産
婆
教
育
史
」
「
仏
教

と
着
儲
」
「
病
院
史
」
「
看
護
教
育
史
」

「
保
健
婦
の
歴
史
」
の
八
分
科
会
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
意
見
交
換
が
あ

り
ま
し
た
。
継
続
し
て
発
表
す
る
方
、

新
し
く
発
表
す
る
方
の
応
募
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

第
一
〇
回
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
歴
史
に
み
る
女
と
男
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
会
員
の
日
頃
研
鋳
し
て
い
る

関
心
分
野
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
て
頂

け
れ
ば
良
い
の
で
す
。
研
究
成
果
を
話

題
提
供
し
、
研
究
領
域
の
開
発
、
研
究

方
法
の
検
討
、
史
料
の
発
掘
、
文
献
な

ど
の
情
報
交
換
な
ど
幅
広
い
意
見
交
換
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に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
研
究
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど

ん
話
題
提
供
を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

す
で
に
本
学
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
は
、
御
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
た
話
題
提
供

者
が
、
全
体
会
議
で
要
旨
を
説
明
し
ま

す
。
そ
の
後
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
発

表
・
意
見
交
換
と
な
り
ま
す
。
関
心
を

も
つ
分
野
の
人
々
が
集
ま
り
、
質
問
・

討
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
す
す
め
て
い

る
研
究
を
ま
と
め
て
話
題
提
供
者
に
な
っ

て
下
さ
い
。

分
科
会
担
当
　
五
十
嵐
節
　
高
田
節
子

訃
　
報

本
会
々
貝
で
、
元
厚
生
省
看
護
課
長

等
を
歴
任
さ
れ
た
都
築
公
氏
が
去
る
三

月
一
〇
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
七

五
歳
で
し
た
。
か
つ
て
、
御
自
身
の
関

わ
ら
れ
た
職
務
の
こ
と
を
纏
め
た
い
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
心
よ
り
残
念

に
思
い
ま
す
。

氏
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い
／

会
費
滞
納
の
方
々
が
増
加
し
、
規
模

の
小
さ
い
会
で
す
の
で
、
会
の
運
営
に

支
障
を
来
し
て
お
り
ま
す
。
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
、
至
急
振
込
ん
で
下
さ
い
。

〇
一
〇
一
〇
－
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

J

′

J

J

J

J

J

J

J

J

J

′

J

J

J

J

′

ノ

′

二
九
九
五
年
度
幹
事
選
挙
　
…

…
　
　
　
投
票
結
果
報
告
…

…
　
－
投
票
率
二
七
・
八
％
l
…
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投
票
期
間
一
九
九
五
年
九
月
二
〇
日

か
ら
一
九
九
五
年
十
二
月
二
〇
日
で
、

第
四
期
幹
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
者
八
一
名
、
白
票
三
名
で
総
得

票
数
七
六
二
票
、
無
効
票
四
票
、
投
票

率
二
七
・
八
％
で
し
た
。

各
会
員
の
得
票
数
は
、
左
記
の
通
り

で
す
　
（
氏
名
敬
称
略
、
得
票
数
）
。

亀
山
美
知
子
　
七
〇
票
、
高
橋
み
や
子

五
六
票
、
草
刈
淳
子
　
五
三
票
、
玄
田

公
子
　
三
七
票
、
鵜
沢
陽
子
　
三
三
票

氏
家
幸
子
　
三
〇
票
、
高
田
節
子
　
二

九
票
、
五
十
嵐
節
　
二
八
票
、
依
田
和

美
　
二
八
票
、
吉
川
龍
子
　
二
七
票
、

藤
村
龍
子
　
二
六
票
、
ラ
イ
ダ
ー
島
崎

玲
子
　
二
五
票
、
岡
山
寧
子
　
二
二
票

小
玉
香
津
子
　
二
二
票
、
山
本
捷
子

二
二
票
、
大
平
政
子
一
九
票
、
福
本

恵
一
五
票
、
武
藤
美
知
　
〓
壷
が
、

山
崎
雅
代
　
〓
蒜
示
、
吉
田
時
子
一

〇
票
、
渡
部
尚
子
一
〇
票
、
以
上
が

二
〇
位
ま
で
で
す
が
、
以
下
は
票
数
ご

と
に
ま
と
め
て
報
告
致
し
ま
す
。

九
票
　
高
嶋
妙
子
、
八
票
　
川
島
み
ど

り
、
七
票
　
稲
田
八
重
子
、
花
鳥
具
子
、

六
票
　
上
岡
澄
子
、
内
田
卿
子
、
岡
田

麗
江
、
岸
本
多
恵
子
、
田
中
幸
子
、
渡

部
喜
美
子
、
五
票
　
江
崎
フ
サ
子
、
首

里
和
子
、
四
票
　
赤
沢
禰
子
、
祖
父
江

育
子
、
都
築
公
、
三
票
　
小
南
書
彦
、

佐
山
光
子
、
青
木
う
め
子
、
鈴
木
美
恵

子
、
杉
本
郁
子
、
南
出
成
子
、
加
藤
光

宝
、
徳
川
早
智
子
、
二
票
　
野
村
陽
子
、

日
限
ふ
み
子
、
岡
崎
寿
美
子
、
河
本
令

子
、
増
田
心
子
、
泊
祐
子
、
松
岡
緑
、

佐
藤
雅
美
、
加
納
尚
美
、
高
岡
ス
ミ
子
、

山
田
成
子
、
云
示
　
森
英
俊
、
川
口
孝

泰
、
赤
松
彰
子
、
小
田
正
枝
、
佐
藤
サ

ッ
子
、
小
栗
克
子
、
岸
本
郁
美
、
佐
藤

喜
根
子
、
菅
原
ス
ミ
、
宇
佐
美
千
恵
子
、

森
山
悦
子
、
武
藤
勝
治
、
伊
藤
幸
子
、

名
原
寿
子
、
安
部
き
く
子
、
岸
根
滋
子
、

松
田
比
佳
子
、
坂
本
玄
子
、
秋
山
智
、

内
藤
直
子
、
宮
中
文
子
、
本
田
五
女
、

松
本
香
代
子
、
大
嶋
紘
子
、
大
石
杉
乃
、

野
島
幸
子
、
狩
谷
明
美
、
鎌
田
美
智
子
、

平
尾
真
智
子
、
船
越
文
代
、
長
川
ト
ミ

エ
、
竹
谷
英
子
、
田
中
多
鶴
子
、
金
井

悦
子
、
遠
藤
直
子
、
田
中
直
子
、
遠
矢

福
子
、
以
上
の
通
り
で
し
た
。

な
お
、
三
月
中
旬
ま
で
に
得
票
上
位

の
各
氏
宛
に
、
幹
事
就
任
の
諾
否
を
う

か
が
い
ま
す
。
十
名
の
幹
事
就
任
が
決

定
し
た
上
で
、
次
号
に
第
四
期
幹
事

（
任
期
三
年
、
一
九
九
六
年
度
～
一
九

九
八
年
度
）
　
と
し
て
、
発
表
致
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
　
岡
田
麗
江

岸
根
滋
子

南
出
成
子

高齢化社会に益々必要な看護の役割とは／看護者・医師、必読の書

山本捷子普　　く戦後50周年記念〉
B6判260貢　　　　生きた看護とは何か！？患者さん
写実60余点収録　　のための看護を求めて65年〝
定価2，000円（税込）　戦前・戦後を通じ弛みなく看護一筋に日本

の混乱柑才を乗り越え、今日の看護界確立のために勇気と信念を持
ちつづけ、実践された「日本看護の先達者」、その人の実録の書。

【推薦】元日本看護協会会長大森文子先生「今日ほど其の看護が求められている時代はありません。心が病み、高齢化も進み、社会不安の中で看護の苦難時代に勇気と信念を持って歩まれた吉田姉の功績を知ることにより、後輩は大きい勇気と通しるべを得ることが出来ると思います。……」

ヨ昔胡乱手グ

亜スlヨ彦百

トご注文は直接当社または書店へ

六
十
五
年

看
護
と
共
に
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動
事
項
は
必
ず
事
務
局
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

◆
新
入
会
見
（
敬
称
略
）

吉
内
恵
美
子
6
4

0
和
歌
山
市
中
之
島

九
七
九
－
二
二

T

E
L
〇
七
三
四
－
三
丁
一
四
八
二

尾
崎
千
鶴
6

8
2
－
0
6
鳥
取
県
倉
吉
市
上

乗
積
二
六
〇

T

E
L
〇
八
五
八
－
二
八
－
五
六
六
一

◆
先
の
幹
事
会
で
、
日
本
看
護
歴
史
学

会
編
『
日
本
の
戦
後
看
護
史
（
仮
）
』

の
出
版
を
学
会
事
業
と
し
て
行
う
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
執
筆
者
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

歴
史
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
が
急
逝

し
た
。
何
年
か
前
に
彼
の
講
演
を
聴
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
司
馬
氏

は
英
国
を
例
に
挙
げ
て
、
歴
史
を
大
切

に
す
る
国
は
文
化
度
の
高
い
国
で
あ
り
、

国
民
が
自
国
の
歴
史
に
深
い
関
心
を
持

ち
、
学
ぶ
こ
と
が
国
と
し
て
の
成
熟
に

欠
か
せ
な
い
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶

に
残
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
日
本
看
護
歴
史
学
会
は
非

常
に
小
規
模
な
学
会
で
あ
る
が
、
司
馬

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
日
本
の
看
護

の
成
熟
に
は
欠
か
せ
な
い
大
事
な
役
割

を
持
っ
た
学
会
で
あ
る
と
い
え
る
。

編
集
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
改
め

て
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
　
（
よ
）
。

編
集
責
任
者
　
依
田
和
美

発
行
責
任
者
　
依
田
和
美
、
岡
田
麗
江

芙
三
大
阪
府
羽
曳
野
市
は
び
さ
の
三
－

七
1
三
〇

大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
部
看
護
学
科

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

二
六
〇
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
一
－
八
－
一

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
気
付

〇
四
三
－
二
二
六
－
二
四
五
八

4


